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水熱抽出方法による放射性セシウム焼却灰の除染及びその減容化・安定化実証 

○小林高臣 1）、内田修司 2）、大城優 1)1）国立大学法人 長岡技術科学大学

2）独立行政法人 福島工業高等専門学校

【緒言】 

除染廃棄物の焼却処分では、焼却灰中に放射性セシウム(以下 Cs)が高濃度に残留してしまい、将来的に中間貯蔵

施設にて発生する焼却灰量は 155 万 m3と推定されている。これらをさらに、最終処分場への移設等が必要となり、

その減容化、安定化技術の開発が必須である。本研究では、焼却灰に含まれる Cs を水熱抽出方法により抽出除去し、

吸着材により安定な形で減容化する技術を確立するため、平成 27 年度除染・減容等技術実証事業として委託された

実証試験を実施した１）。 

【試験内容】 

 開発した水熱処理装置からなる Cs 減容化、安定化システムは、水熱処理装置と吸着剤からなる装置であり、

これを用い木質焼却灰、都市ごみ焼却飛灰、仮設焼却炉飛灰の 3種類の試料を用いて、検討を行った。その際、

水熱抽出条件を温度、時間、固液比を変更して抽出効率を検討した。抽出した Cs は繊維状吸着材にて吸着回

収を行い、焼却飛灰からの抽出率と減容化の関係を検討した。  

【結果および考察】 

本研究では図に示すような水熱

抽出・Cs 回収システムを開発し、

３種類の放射性飛灰処理を実施し

た。この装置は、熱水貯槽を含む水

熱処理装置で、100−180 ℃で水熱処

理でき、さらに Cs を放射性飛灰よ

り除去した抽出水は繊維状吸着材

により濃縮回収できることがわか

った。木質焼却灰、都市ごみ焼却飛灰、 

仮設焼却炉飛灰のそれぞれの水熱処理によ

る水相への抽出効率は、95％、85、52％となった（表）。

対応する水洗浄による抽出率は、87、62、9％となり、本シ

ステムによる効果が実証された。水相に抽出した Cs は pH14

以上のアルカリ排水であるが、ゼオライト複合繊維状吸着剤材

で吸着回収し、吸着材への Cs 回収が可能となり、さらにこの

繊維状吸着材の加圧熱加工を行うことで、容積を 1/6 のペレッ

状に圧縮減容化が可能となった。これらの抽出回収システムを

用いれば仮設焼却炉飛灰 0.7 ㎥（1 トン）を 8000Bq/㎏以下に

除染し、抽出した Cs は吸着材 23.6 ㎏（100 万 Bq/㎏）に回収

し、さらに加圧熱加工でペレットとし放射性廃棄物を 0.015

㎥に減容化が可能となることが示され、その減容化率は約

98％となり、本処理を行えば、高濃度の焼却灰を大幅に減容できることが示唆された。 
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文献 １）https://www.nustec.or.jp/etc/josen.html 

図 放射性飛灰処理用水熱抽出・Cs回収システムの概略図

         表 各種焼却灰での水熱抽出による Cs 抽出効果
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